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日
本
共
産
党　
　
　
佐
藤　
文
昭

一　
教
育
・
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
待
機
児
童
数
の
現
状
や
待
機
児
童

ゼ
ロ
に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
平
成
30
年
10
月
の
待
機
児
童
数
は

41
人
と
な
り
、
29
年
10
月
と
比
較
す
る

と
53
人
減
少
し
た
。
こ
れ
は
、
29
年
度

に
民
間
保
育
所
な
ど
６
園
の
施
設
整
備

を
支
援
し
、
定
員
が
２
７
７
人
増
え
た

こ
と
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。

問　
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
要
支

援
１
・
２
の
市
民
が
利
用
す
る
訪
問
介

護
と
通
所
介
護
は
、
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
に
移
行
さ
れ
た
が
、

ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答　
本
市
の
総
合
事
業
は
独
自
の
基
準

を
設
け
、
事
業
所
が
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
。
基
準
緩
和
型
、
住
民
主
体

型
な
ど
、
一
人
一
人
の
状
態
に
き
め
細

か
く
対
応
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
他
市
に
先

駆
け
て
実
施
し
て
い
る
。

問　
各
地
で
い
じ
め
対
策
の
第
三
者
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
自
殺
事
件
を
再
調

査
し
、
い
じ
め
を
認
定
し
た
と
い
う
報

道
が
あ
る
。
本
市
の
第
三
者
委
員
会
で

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
は
、
大
学
教
授
、
弁
護
士
、

医
師
、
臨
床
心
理
士
、
福
祉
に
関
す
る

無　
所　
属　
　
　
古
木　
勝
久

一　
市
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

問　
国
の
働
き
方
改
革
を
受
け
、
平
成

31
年
度
か
ら
新
た
に
本
市
の
働
き
方
改

革
が
始
ま
る
中
で
、
不
安
定
な
枠
組
み

に
あ
り
な
が
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
非
常
勤

職
員
で
あ
る
。
非
常
勤
職
員
の
人
数
と

職
員
数
に
占
め
る
割
合
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
職
員
総
数
１
９
５
２
人
に
対
し
、

非
常
勤
職
員
は
８
７
８
人
で
、
そ
の
割

合
は
44
・
９
％
で
あ
る
。

問　
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
求
め

ら
れ
る
中
で
、
常
勤
・
非
常
勤
の
区
別

な
く
、
目
的
や
価
値
観
を
共
有
で
き
る

研
修
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
、
本
市
の
研
修
に
対
す
る
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
公
務
員

と
し
て
の
倫
理
観
の
確
立
を
図
る
た
め

の
研
修
を
は
じ
め
、
各
部
署
で
は
、
業

務
に
関
す
る
実
務
的
な
研
修
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
非
常
勤
職
員
の
任
用

制
度
は
、
平
成
32
年
度
に
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
に
移
行
す
る
が
、
今
後
も
、

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、
効
果
的
な
研
修
の
在
り
方
を
検

討
す
る
。

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
「
秦
野

市
職
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
」
に
あ

る
定
数
に
含
む
の
か
。

答　
定
数
に
は
含
ま
な
い
。

意
見　
「
行
革
」
路
線
の
中
で
、
常
勤

職
員
を
削
減
し
、
定
数
に
含
ま
な
い
非

常
勤
職
員
が
「
調
整
弁
」
と
し
て
の
役

割
を
担
わ
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
十
分
留

意
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

全国学力・学習状況調査報告書

緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
高
橋　
文
雄

一　
農
業
振
興
に
つ
い
て

問　
現
況
の
最
重
要
課
題
は
鳥
獣
被
害

対
策
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
①
被
害
の

状
況
は
、
②
対
策
は
、
③
獣
を
処
理
す

る
解
体
処
理
車
の
活
用
は
、
ど
う
か
。

答　
①
平
成
29
年
度
の
農
作
物
の
被
害

状
況
は
被
害
面
積
が
52
・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
被
害
額
は
２
２
３
１
万
円
で
、
26

年
度
に
比
べ
36
％
増
加
し
て
い
る
。
傾

向
と
し
て
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
増

加
し
、
金
額
で
４
・
２
倍
に
な
っ
て
い

る
。
直
近
３
年
間
の
捕
獲
数
は
、
シ
カ

４
９
０
頭
、
イ
ノ
シ
シ
２
１
１
頭
で
あ

る
。
②
防
護
柵
の
設
置
、
箱
わ
な
や
銃

器
な
ど
の
使
用
に
よ
る
対
策
を
し
て
い

る
。
③
ジ
ビ
エ
活
用
は
、
止
め
刺
し
に

課
題
が
あ
る
が
、
今
後
、
捕
獲
数
が
増

え
、
ジ
ビ
エ
活
用
が
進
め
ば
、
解
体
処

理
車
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

要
望　
半
ば
諦
め
て
い
る
農
家
も
お
り
、

早
期
に
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

ほ
か
、
耕
作
面
積
の
傾
向
や
耕
作
放
棄

地
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

二　
単
身
世
帯
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

民　
政　
会　
　
　
諸
星　
　
光

一　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

問　
今
ま
で
の
福
祉
の
支
援
体
制
は
少

子
高
齢
化
に
よ
っ
て
限
界
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
誰
も
が
心
身
と
も
に
健
康
で
共

に
支
え
合
う
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
平
成
31
年
度
に
新
た
に
地
域
共
生

推
進
課
を
設
置
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者

な
ど
、
全
て
の
人
が
社
会
の
一
員
と
し

て
互
い
に
尊
重
さ
れ
、
孤
立
せ
ず
、
共

に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
こ
と
が
で
き

る
、
豊
か
で
安
心
な
社
会
を
目
指
す
。

二　
県
道
７
０
８
号
篠
窪
バ
イ
パ
ス
開

自
民
・
新
政　
　
　
川
口　
　
薫

一　
中
学
校
完
全
給
食
の
実
施
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
中
学
校
完
全
給
食
推
進
会
議
で
提

供
方
式
は
セ
ン
タ
ー
方
式
と
の
結
論
に

至
っ
た
が
、
そ
の
経
緯
は
ど
の
よ
う
か
。

通
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

問　
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
を
中
心
に
車

両
が
増
加
し
て
い
る
が
、
小
・
中
学
校

の
通
学
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

安
全
対
策
は
不
可
欠
で
、
早
急
な
対
策

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
地
元
自
治
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、

秦
野
警
察
署
へ
規
制
に
関
す
る
要
望
書

を
提
出
し
て
い
る
。
新
た
な
交
通
問
題

も
起
き
て
お
り
、
隣
接
す
る
行
政
と
協

力
体
制
を
整
え
、
県
へ
要
望
す
る
な
ど

必
要
な
対
策
を
調
査
・
研
究
す
る
。

三　
教
育
水
準
の
改
善
・
向
上
に
つ
い

て答　
先
進
市
を
視
察
し
て
、
各
提
供
方

式
へ
の
理
解
を
深
め
、
実
現
の
可
能
性

や
最
適
性
に
つ
い
て
比
較
・
検
討
を
行

っ
た
結
果
、
セ
ン
タ
ー
方
式
は
高
水
準

の
衛
生
管
理
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が
可

能
で
、
最
も
効
果
的
で
現
実
的
な
方
策

で
あ
る
た
め
、
採
用
に
至
っ
た
。

問　
新
た
な
取
り
組
み
の
た
め
、
教
職

員
の
不
安
は
大
き
い
。
学
校
現
場
の
不

安
解
消
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
各
中
学
校
を
訪
問
し
、
検
討
の
経

過
説
明
や
意
見
交
換
を
進
め
る
と
と
も

に
、
先
進
自
治
体
の
例
な
ど
も
参
考
に
、

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
。

素
晴
ら
し
い
秦
野
市
にする

た
め
に

安
心
・
安
全
の
秦
野
の
た
め

市
民
を
守
る
防
犯
対
策
を
強
化
せ
よ

一
般
質
問
一
般
質
問
は

２
面
・
３
面
・
５
面
に
も
掲
載

（

）

公　
明　
党　
　
横
山
む
ら
さ
き

一　
読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
の
読
解
力
低
下
は
生
き
て

い
く
上
で
大
き
な
リ
ス
ク
と
な
る
。
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
で
言
語

能
力
を
高
め
る
と
さ
れ
た
読
書
習
慣
の

不
足
に
対
す
る
改
善
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
「
は

だ
の
っ
子
ア
ワ
ー
ド
」
に
お
い
て
読
書

量
に
よ
る
表
彰
を
検
討
し
て
い
る
。

要
望　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
際
に
「
読

み
聞
か
せ
通
帳
」
を
配
布
し
、
乳
幼
児

期
の
言
語
力
育
成
に
も
努
め
て
ほ
し
い
。

二　
生
活
環
境
の
美
化
に
つ
い
て

問　
美
し
く
心
地
よ
い
住
環
境
実
現
の

た
め
に
、
①
清
掃
・
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
取
り
組
み
は
、

②
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
ご
み
収
集
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
指
導
は
、
③
草
木
が

繁
茂
す
る
空
き
家
や
空
き
地
へ
の
対
応

に
係
る
組
織
・
執
行
体
制
は
、
ど
う
か
。

答　
①
広
報
は
だ
の
な
ど
で
周
知
す
る

と
と
も
に
企
業
の
力
も
活
用
し
た
新
規

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
行
う
。
②
地
域

と
連
携
し
、
ル
ー
ル
違
反
ご
み
の
排
出

状
況
を
分
析
す
る
な
ど
ご
み
出
し
ル
ー

ル
の
徹
底
を
図
る
。
③
現
在
、
所
管
が

複
数
の
課
に
ま
た
が
る
た
め
、
平
成
31

年
度
に
一
元
化
す
る
予
定
で
あ
る
。

三　
か
か
り
つ
け
薬
局
に
つ
い
て

問　
在
宅
医
療
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

患
者
へ
の
服
薬
指
導
、
医
療
機
関
へ
の

橋
渡
し
な
ど
に
対
応
す
る
「
か
か
り
つ

け
薬
局
・
薬
剤
師
」
の
推
進
に
つ
い
て
、

薬
剤
師
会
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

答　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
担
う

存
在
と
し
て
本
市
薬
剤
師
会
と
連
携
を

強
化
し
、
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

子
ど
も
の
言
語
能
力
向
上
の
た
め

読
書
習
慣
の
定
着
を

幼少期から読書の習慣を

青パトによる防犯パトロールの様子

行政のための「行革」でなく、市民のための「行革」を

早急な鳥獣被害対策を

効率的で持続可能な中学校完全給食を

専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
の
５
人
で

委
員
会
を
構
成
し
、
年
３
回
程
度
、
い

じ
め
の
事
例
な
ど
を
検
証
し
て
い
る
。

二　
く
ら
し
安
全
施
策
に
つ
い
て

問　
防
犯
活
動
に
は
、
地
域
と
の
連
携

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
な
ど

42
団
体
で
構
成
す
る
防
犯
対
策
連
絡
協

議
会
が
啓
発
活
動
や
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

地
域
と
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

増
え
続
け
て
き
た
非
常
勤
職
員

行
き
過
ぎ
た「
行
革
」に
ブ
レ
ー
キ
を

鳥
獣
被
害
対
策
は
最
重
要
課
題

早
急
に
具
体
策
を
実
施
せ
よ

問　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
本

市
は
小
・
中
学
校
と
も
に
全
国
平
均
を

下
回
っ
て
い
る
。
教
育
水
準
の
改
善
・

向
上
を
図
る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
学
力
向
上
に
は
、
分
か
る
授
業
、

楽
し
い
授
業
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改

善
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
教
育
委
員

会
と
学
校
が
協
働
し
て
取
り
組
む
体
制

を
整
え
、
ま
た
、
家
庭
と
の
連
携
も
強

化
し
て
、
学
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

み
ん
な
に
喜
ば
れ
る
持
続
可
能
な

中
学
校
完
全
給
食
の
実
施
を

要
望　
施
設
設
備
と
そ
の
後
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
実

施
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

二　
本
町
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て問　
加
茂
川
地
区
の
都
市
計
画
道
路
の

方
向
性
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
は
財
政

上
、
国
の
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
、
道
路
整

備
の
基
本
方
針
な
ど
を
示
し
た
道
路
整

備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

要
望　
は
だ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

建
設
は
地
元
協
力
の
下
、
進
め
ら
れ
て

お
り
、
整
備
さ
れ
て
い
な
い
都
市
計
画

道
路
な
ど
に
対
す
る
地
権
者
の
意
見
は

多
い
。
地
元
の
課
題
に
対
し
、
し
っ
か

り
と
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
。

問　
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
は
、
孤
独
死
の

約
40
％
が
50
歳
以
下
と
報
じ
て
い
る
が
、

本
市
の
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
青
年
期
は
健
康
へ
の
意
識
が
低
く
、

壮
年
期
は
体
力
の
低
下
に
気
付
い
て
も

時
間
的
な
余
裕
が
な
い
た
め
、
企
業
と

連
携
し
、
身
近
な
場
所
で
の
健
康
づ
く

り
な
ど
、
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。
高
齢
単
身
者
に

は
、
民
生
委
員
を
通
じ
、
定
期
的
な
見

守
り
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る
。

ほ
か
、
※
80
・
50
問
題
の
対
策
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

※80・50問題…ひきこもりが長期化・高齢化し、80代の親がひきこもっている50代の子どもを支えている世帯などが、社会から孤立している問題用語解説


